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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

今月の主な行事予定

いかとかぶのさっと煮

●材料は1人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※�材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜を
お使い下さい。

2 月にお届けする材料を使用したレシピです

編
集
後
記

　２月です。北海道では今年も「さっぽろ雪まつり」が開催されるそう
です。全国的にも有名なこの催しは、今年でなんと 70回目。様々な雪
像が、大勢の観光客の目を楽しませてくれるそうです。
　一方、静岡県河津町ではこの季節に『河津桜（カワズザクラ）』という
早咲きの桜が咲くそうです。少し濃いピンク色の花が咲き誇る「河津桜
まつり」には、多くの花見客が訪れ、賑わいをみせるのだとか。
　南北に長い日本列島、冬と春が混在していて、興趣が尽きないですね。
福島はこの季節はまだまだ真冬の様相。会津を中心に雪まつりの開催
もあり、桜の季節はまだ先のようです。寒さは続きますが、ロウバイや
福寿草の開花の便りも届きましたので、春は少しずつ近づいているの
でしょう。春までもう一歩の今の季節を、各々楽しみたいものですね。

2月1日 畜産部 JAグループ福島養豚飼育者協議会
全体研修会（～2日）

2月3日 管理部 ダノンネーションズカップ2019
東北エリア大会

2月6日 園芸部 平成30年度養蚕振興セミナー

2月8日 園芸部 花き品評会表彰式・振興セミナー

2月8日 畜産部 JAグループ福島肉牛振興協議会
全体研修会（～9日）

2月13日 畜産部 JAグループ和牛繁殖農家全体研修会

2月15日 畜産部 JAグループ福島酪農家全体研修会

2月18日 米穀部 第4回米穀事業推進委員会

2月19日 燃料部 JA-SS運営者研修会

2月21日 営農企画部 農業三団体との意見交換会

�凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
� （仙台管区気象台　発表）

作り方

❶�解凍したするめいかは水気をふき、輪切りにする。かぶはく
し形切りに、茎はざく切りにする。
❷�鍋にだし汁、酒、みりん、砂糖、しょう油を合わせて煮立て
る。いかを加えさっと煮て、いったん取り出す。
❸�そのままの鍋にくし形切りにしたかぶを加え、落とし蓋をして
強めの中火で煮る。
❹�煮汁が少なくなったら強火にし、するめいか、かぶ茎を加え、
さっと煮る。

・調理用するめいか
　（下足無）........................1尾
・かぶ................................2個
・だし汁.....................１カップ

・酒............................大さじ3
・みりん.....................大さじ2
・砂糖........................大さじ2
・しょうゆ..................大さじ2

材　料

2月4日. 畜産部. 生乳販売情勢について
2月5日. 園芸部. 営農相談室（種苗情報：春まき種子）
2月11日. 生産資材部. 農業機械レンタル事業について
2月12日. 米穀部. 営農相談室
2月18日. ＪＡライフクリエイト福島　配置家庭薬について
2月25日. 営農企画部. JAグループ福島GAP推進状況

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降
水量等の確率は以下のとおりです。
　東北日本海側では、平年と同様に曇りや雪の日が多いでしょう。東北太
平洋側では、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。
　向こう１か月の平均気温は、平年並または低い確率ともに40％です。
降水量は、平年並または多い確率ともに40％です。日照時間は、東北太
平洋側で平年並または少ない確率ともに40％です。東北日本海側の降
雪量は、多い確率50％です。
　週別の気温は、１週目は、平年並の確率50％です。２週目は、低い確
率60％です。
＜気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞
1月26日～2月25日
【気　　温】東北地方 40 40 20
【降 水 量】東北地方 20 40 40
【日照時間】東北日本海側 40 30 30
【日照時間】東北太平洋側 40 40 20
【降 雪 量】東北日本海側 20 30 50
＜気温経過の各階級の確率（％）＞
1月26日～2月1日 20 50 30
2月2日～2月8日 60 30 10
2月9日～2月22日 40 30 30
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ホウレンソウ葉の栄養成分（100g 当たり）

時　期 エネルギー
(kcal)

灰分
(g)

鉄
(mg)

βカロテン
(μg）

ビタミンC
(mg)

 夏採り　生 20 1.7 2.0 4200 20

 冬採り　生 20 1.7 2.0 4200 60

七訂　日本食品標準成分表より抜粋


